
 

 

2019年 10月 16日  

   三菱創業 150周年記念事業委員会 

 

三菱創業 150 周年記念事業で次世代の人材を育成する財団を設立 

「一般財団法人 三菱みらい育成財団」 
～三菱グループ初の教育支援財団、総事業費 100 億円で  

  未来を担う子供・若者の育成を目指す教育活動に助成～ 
 

三菱グループは、おかげさまで、来年 2020 年に創業 150 周年を迎えます。1870 年に創業者の岩崎彌太郎

が海運業の経営に着手した時にはじまり、以来、経営の基本理念の一つに社会貢献を掲げ、さまざまな分野

に事業を展開してきました。創業以来、社会・経済の発展とともに歩み、1 世紀半の長きにわたり、企業活

動を続けることができたのは、多くの方々のご支援の賜物です。心より御礼申し上げます。 

 

150 周年を迎えるにあたり、グループの主要企業 27 社で組織する「三菱創業 150 周年記念事業委員会」

（委員長：三菱重工業株式会社 取締役会長 宮永 俊一）が主体となり、三菱グループの共通理念「三綱領」

（所期奉公、処事光明、立業貿易）を改めて確認し、皆さまへの感謝と弛まぬ社会貢献の決意を込め、さま

ざまなイベント、事業を検討・実施していく予定です。 

 

こうした事業の第一弾として、未来の担い手である子供・若者が夢と希望を持って挑戦し続けることがで

きる社会の実現に貢献すべく、「一般財団法人 三菱みらい育成財団」（理事長：株式会社三菱ＵＦＪフィナン

シャル・グループ 取締役 執行役会長 平野 信行、以下「当財団」）を 2019 年 10 月 1 日付けで設立致しま

した。 

  

三菱創業から 150年を経過しようとしている現在、世界は大きな転換期にあります。この間、夢のテクノ

ロジーが次々と実現し、日々を豊かにする一方で、気候変動や資源枯渇など多くの難題が顕在化しています。

このような中、日本はもとより、ひいては地球規模で社会を支え、未来の扉を開くことができる人材の育成

を何かしらサポートすることが出来ないかと、考えました。 

 

そこで、三菱グループでは未来を担う子供・若者の育成を目指す教育活動への助成と、活動成果を高める

ための支援・ネットワークづくりや情報発信を通じて、多様な活動や成果を広く社会に波及させ、社会の未

来を育むことに貢献すべく、財団を設立する運びとなりました。 

 

当財団は、三菱グループの主要企業 27社から資金拠出を受けて 2020年度から助成活動を開始し、その後

10年間にわたり、高校生を中心に大学生や中学生など次世代の人材育成に寄与する教育活動に助成していく

方針で、総事業費約 100 億円を想定しております。当財団の特徴は、1 案件に最長 5 年間まで助成していく

長期的な支援と、助成する教育活動の定着に向けたサポートをしていく点です。なお、三菱グループとして

教育支援を目的とする財団を設立するのは今回が初めてとなります。 

 

これからもグループ一丸となって、社会貢献事業に取り組んでまいります。 

 

※当資料は、文部科学記者会、経済産業記者会、経済団体連合会記者会、金融記者クラブに配布してお

ります。 

 

 

 
【三菱グループについて】 

 

 

【本件に関するメディアの方のお問合せ先】 

［記念事業関連］三菱創業 150 周年記念事業委員会事務局 /  ［新財団関連］三菱みらい育成財団 

TEL：050-3727-8675 E-maill：keiji1_yamaguchi@mhi.co.jp  / TEL：03-6206-3435  E-maill：info@mmfe.or.jp   

 



■創業からこれまでの歩み 

三菱の起源は 1870年、土佐藩の役人であった岩崎彌太郎が大阪で、九十九（つくも）商会を発足し、土佐藩

の海運事業を継承したことに始まりました。以降、4代の岩崎家の社長が三菱グループの基礎を築きました。

戦後の 1946年に三菱本社は解体され、各社はそれぞれに独立し、現在の姿に発展しました。 

 

■三菱グループの共有理念「三綱領」とは 

三綱領は、4 代目社長の岩崎小彌太のスピーチを源にしている理念で、下記 3 つの要素からなり、現在でも

その精神と価値観はグループ各社に受け継がれています。 

①所期奉公（しょきほうこう）：期するところは社会への貢献 

②処事光明（しょじこうめい）：フェアープレイに徹する 

③立業貿易（りつぎょうぼうえき）：グローバルな視野に立って 

（① 出典：1920（大正 9）年、三菱鉱業株式会社臨時場所長会議におけるスピーチ） 

（② 出典：1920（大正 9）年、三菱商事株式会社場所長会議におけるスピーチ） 

（③ 出典：1941（昭和 16）年、三菱協議会におけるスピーチ） 

 

 

【三菱創業 150 周年記念事業について】 

 

■三菱創業 150周年記念事業委員会とは 

三菱創業 150 周年記念事業の推進に向け、2017 年に設立した三菱グループの主要企業 27 社からなる組織で

す。27社は下記の通りです。（五十音順） 

 

AGC 株式会社、キリンホールディングス株式会社、 JXTG ホールディングス株式会社、 

東京海上日動火災保険株式会社、株式会社ニコン、日本郵船株式会社、株式会社ピーエス三菱、 

三菱アルミニウム株式会社、三菱化工機株式会社、三菱ガス化学株式会社、三菱ケミカル株式会社、  

株式会社三菱ケミカルホールディングス、三菱地所株式会社、三菱自動車工業株式会社、  

三菱重工業株式会社、三菱商事株式会社、三菱製鋼株式会社、三菱製紙株式会社、三菱倉庫株式会社、 

株式会社三菱総合研究所、三菱電機株式会社、三菱ふそうトラック・バス株式会社 、 

三菱マテリアル株式会社、株式会社三菱 UFJ 銀行、三菱 UFJ 証券ホールディングス株式会社、 

三菱 UFJ信託銀行株式会社、明治安田生命保険相互会社 

 

■記念事業の目的 

グループの絆を深め、共通理念である三綱領を改めて確認するとともに、グループ各社が協力して社会の発

展に貢献していくことです。 

 

■記念事業の内容 

【メイン事業】 

「一般財団法人 三菱みらい育成財団」の設立 

 

【その他の記念事業】 

三菱一号館美術館での記念展覧会、丸の内仲通り交流イベント、三菱創業 150周年記念式典の開催ほか 

 

 

 

 

 

 

 



【一般財団法人 三菱みらい育成財団について】 （2019年 10月 1日時点） 

 

■財団概要 

【名 称】一般財団法人 三菱みらい育成財団 

（英文名：Mitsubishi Memorial Foundation for Educational Excellence） 

【所在地】千代田区丸の内二丁目 2番 3号 丸の内仲通りビル 9階 

【設立日】2019年 10月 1日 

【評議員】安西 祐一郎（元慶応義塾長、独立行政法人日本学術振興会顧問） 

     石村 和彦（AGC株式会社 取締役会長）  

     鎌田 薫（早稲田大学前総長・名誉顧問、教育再生実行会議座長） 

     杉山 博孝（三菱地所株式会社 取締役会長） 

     田中 優子（法政大学総長） 

     永野 毅（東京海上ホールディングス株式会社 取締役会長） 

     松本 紘（国立研究開発法人理化学研究所 理事長） 

     栁井 秀朗（三菱重工業株式会社 常務執行役員） 

 

【理事長】平野 信行（株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 取締役 執行役会長） 

【常務理事】藤田 潔 

【理 事】赤堀 侃司（東京工業大学 名誉教授） 

     長澤 光太郎（株式会社三菱総合研究所 常務執行役員） 

     原田 真治（三菱電機株式会社 取締役常務執行役） 

     坂東 眞理子（昭和女子大学 理事長・総長） 

     藤原 謙（株式会社三菱ケミカルホールディングス 取締役執行役常務） 

     三島 正彦（三菱重工業株式会社 取締役常務執行役員） 

     渡邉 肇（公益財団法人三菱財団 常務理事） 

【監 事】三宅 茂久（税理士法人山田＆パートナーズ統括代表社員） 

【事業内容】教育プログラムや教育事業者への助成、事業活動のサポート 

【事業期間】2019年 10月 1日～2031年 3月 31日まで（予定） 

【総事業費】約 100億円 

【電話番号（代表）】03-6206-3435 

【WEBサイト】www.mmfe.or.jp 

 

 

 

 

■財団ロゴ 

 

 

 

 

 


